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平素は「東京海上・⽶国短期国債ファンド（毎⽉決算型/年1回決算型）（愛称︓コメタン）（以下、「当ファン
ド」）」に格別のご⾼配を賜り、厚く御礼申し上げます。本レポートでは、⾜元の運⽤状況と今後の⾒通しなどについて
ご説明します。

⽶国短期国債を主要投資対象とする当ファンドは設定以降、FRB（⽶連邦準備制度理事会）の⾦融政策の
動向などを受けて、「毎⽉決算型」、「年1回決算型」ともに堅調に推移しました。

当ファンドの基準価額は、⽶国の地銀破綻を発端とした⾦融システム不安から投資家⼼理が悪化したことなどを
背景に、⽶国短期債利回りが低下し、為替レートが円⾼⽶ドル安となり、3⽉下旬頃まで下落基調となりました。
その後、⽶国の堅調な経済指標を受けて、FRBによる利上げ⻑期化観測が再燃し、⽶国短期債利回りが上昇し、
円安⽶ドル⾼基調が継続し、当ファンドの基準価額は、上昇基調となりました。こうした環境下、当ファンドの設定来
の基準価額の騰落率（2023年7⽉11⽇時点）は、毎⽉決算型（税引前分配⾦再投資ベース）が +6.6％、
年1回決算型が+6.6％となりました。

⾜元の運⽤状況と今後の⾒通し

設定来の基準価額の推移と保有債券の属性情報
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※上記グラフは過去の実績であり、将来の運⽤成果をお約束するものではありません。

(円)

(年/⽉/⽇)

＊東京海上・⽶国短期国債マザーファンドの状況です。
※最終利回り（複利）は、ポートフォリオの最終利回り。各保有債券の数値を加重平均した値で、保有債券の時価評価額を基に計算したもので、

当ファンド⾃体の利回りではありません。

＜毎⽉決算型＞
（2023年3⽉13⽇（設定⽇）〜2023年7⽉11⽇、⽇次）

(円)

(年/⽉/⽇)

＜年１回決算型＞
（2023年3⽉13⽇（設定⽇）〜2023年7⽉11⽇、⽇次）

(円)

7⽉の分配⾦︓50円
(1万⼝当たり、税引前)
（右軸）

当ファンドの基準価額は設定以降、堅調に推移

※基準価額、基準価額（税引前分配⾦再投資）は信託報酬控除後のもので、1万⼝当たりで表⽰しています。
※基準価額（税引前分配⾦再投資）は、税引前分配⾦を再投資したと仮定して計算したものであり、実際の基準価額とは異なります。
※分配⾦額は、収益分配⽅針に基づいて委託会社が決定します。分配対象額が少額の場合等には、分配を⾏わないことがあります。
※毎⽉決算型の第1期（2023/4/10）は無分配。年1回決算型は設定以降、分配⾦の⽀払い実績はありません。

＜保有債券の属性情報＊ 2023年6⽉末時点＞

残存期間（年） 0.13

修正デュレーション 0.12

最終利回り（複利） 5.26% ※各保有債券の数値を加重平均した値です。
※保有債券の時価評価額を基に計算しています。

5⽉、6⽉の分配⾦︓30円
(1万⼝当たり、税引前)
（右軸）
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今、⽶国短期国債は、安全かつ⾼利回りの投資商品として注⽬が⾼まる
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※上記グラフは過去の実績であり、将来の運⽤成果をお約束するものではありません。

低い⾦利変動リスクで、⼗分な⾼利回りを得ることができる

⽶国では、⾼インフレに対処するために政策⾦利が引き上げられており、⽶国短期国債は投資商品として投資家か
らの需要が⾼まっています。現在、⽶国短期国債は、⽶国の⻑期債よりも利回りが⾼くなっており、魅⼒的な⽔準で
す。また、最⾼格付＊を有し信⽤リスクが低く、相対的に⾼い利回りを得ることができることなどから、投資家から注⽬を
集めています。 ＊ムーディーズ社による⾃国通貨建発⾏体格付

各資産の利回り⽐較(2023年6⽉末時点) 信⽤格付（ムーディーズ社）と信⽤⼒

出所︓ブルームバーグ
※⽶国短期国債︓Bloomberg 1-3 Month US Treasury Bill Index、
⽶国株式︓S&P500指数、⽶国7-10年国債︓Bloomberg US 
Government 7-10 Year Index 、⽶国ハイイールド︓Bloomberg US 
Corporate High Yield Bond Index

(%)

※格付の表記は例としてムーディーズ社のものを使⽤。
※ムーディーズ社はAaからCaaまでの格付に、1、2、3という数字付加記号
を加えている。1は、同じ格付のカテゴリーで上位に位置することを⽰し、
2は中位、3は下位にあることを⽰す。
※上記は格付の数字付加記号を省略。
※格付機関によっては異なる信⽤⼒の格付が付与されている場合があります。

⽶国の信⽤格付は、
最⾼格付（Aaa）

⽶国短期国債は、⽶国政府が発⾏する償還期限が主に１年以内の国債です。当ファンドでは、主に償還期限が
３ヵ⽉以内の⽶国短期国債に投資します。⽶国短期国債は、償還までの期間が短いため、⾦利変動の影響を受け
にくく、インフレ時の⾦融政策として利上げが⾏われた場合の価格変動が相対的に⼩さくなる傾向があります。⽶国の
政策⾦利の利上げ・利下げ局⾯の債券価格の価格変動を⾒ると、⽶国短期国債は、⻑期国債、超⻑期国債より
も価格変動が⼩さくなっていることがわかります。

イメージ図 ⽶国の利上げ・利下げ局⾯の価格変動

出所︓ブルームバーグ
※⽶国短期国債︓Bloomberg 1-3 Month US Treasury Bill Index、 ⽶国
⻑期国債（7-10年）︓Bloomberg US Government 7-10 Year Index、
⽶国超⻑期国債（20年超）︓Bloomberg US Government 20年超 Index、
各指数は、⽶ドルベース
※1992年1⽉末から2023年6⽉末の⽶国の利上げ・利下げ局⾯の期間のパフォーマ
ンスの最⼤値・最⼩値を表⽰したものです。
※利上げ・利下げ幅が1.0％以上の局⾯、最初の利上げ（利下げ）の前⽉末から最
後の利上げ（利下げ）の⽉末までの期間のリターンを抽出（2023年は6⽉末まで）

（1992年1⽉末〜2023年6⽉末、⽉次）
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⽶国利上げ最終局⾯が予想されるものの、現在の状況は、⽶国短期国債にとって良い
タイミングと考えられる
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※上記グラフは過去の実績であり、将来の運⽤成果をお約束するものではありません。

TOPIC 分散投資のメリット︓⽶国短期国債を併せ持つことでリスクを抑制

市場では、⽶国の利上げ局⾯が最終局⾯を迎えていると予想されるものの、FRBは政策⾦利の⾒通しで、年内2
回の追加利上げ（1回あたりの利上げ幅︓0.25％）の可能性を⽰唆しました。FRBは現在、2024年末の⾦利が
4.6％（中央値）になると予想しており、すぐに⾦利を現在の⽔準から⼤幅に引き下げることは考えていないと⾒られ
ます。底堅い⽶国経済やインフレ圧⼒などを背景に、⽶国短期国債の利回りは⾼い⽔準が続くことが考えられ、良好
な市場環境が続くことが期待されます。

出所︓ブルームバーグ
※⽶国の政策⾦利︓FF⾦利誘導⽬標（中央値）、政策⾦利⾒通し︓FOMC（⽶連邦公開市場委員会）参加者の政策⾦利（中央値）⾒通し（2023年6⽉時点）

(%)

⽶国短期国債を他の資産と併せ持つことで、効率的にリターンを獲得することが期待されます。⽶国短期国債と
⽶国株式(S&P500指数)を組み合わせて保有した場合、リスクを抑制しながら、効率的にリターンを獲得しています。

⽶国の政策⾦利と⾒通し(2016年1⽉初〜2023年6⽉末、⽉次)

(年/⽉)

出所︓ブルームバーグ
※⽶国短期国債︓ Bloomberg 1-3 Month US Treasury Bill Index（円換算）、⽶国株式︓S&P500指数（配当込み、円換算）
※リスクとリターンは⽉次騰落率を基に年率換算。対象期間が1年以上のリターンは年率表⽰

過去1年間 過去3年間 過去5年間

リターン リスク リターン/リスク リターン リスク リターン/リスク リターン リスク リターン/リスク

⽶国短期国債 9.8% 13.8% 0.71 11.7% 10.3% 1.14 7.1% 8.6% 0.82 
⽶国株式 26.6% 21.5% 1.23 26.3% 17.8% 1.48 18.4% 19.3% 0.96 

⽶国短期国債
50%+

⽶国株式50%
18.5% 14.8% 1.25 19.3% 11.2% 1.71 13.1% 11.5% 1.14 

⽶国短期国債と⽶国株式、⽶国短期国債50%+⽶国株式50%の推移（円ベース）
（2018年6⽉末〜2023年6⽉末、⽉次）
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ファンドの特⾊ 詳細は投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください。

1. ⽶国の国債および上場投資信託証券を主要投資対象とします。
 マザーファンドを通じて投資する⽶国の国債の実質組⼊⽐率は、⾼位を保つことを基本とします。ただし、マザーファンドの資⾦動向等によって

は、マザーファンドにおいて、残存期間が３ヵ⽉以下の⽶国国債の指数を対象とする上場投資信託証券に投資する場合があります。

2. ⽶国の国債の投資にあたっては、原則として、残存期間が３ヵ⽉以下の国債に投資を⾏います。
 ⾦利変動による債券価格の変動リスクが相対的に⼩さい⽶国短期国債に投資することにより、安定した収益の確保をめざします。

3. 外貨建資産については、原則として為替ヘッジを⾏いません。

4. 毎決算時に分配⽅針に基づいて収益分配を⾏います。
［毎⽉決算型］
●毎⽉8⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）に決算を⾏い、原則として下記の⽅針に基づき分配を⾏います。

［年1回決算型］
●3⽉8⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）に決算を⾏い、原則として下記の⽅針に基づき分配を⾏います。

分配対象額は、経費控除後の、繰越分を含めた配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。収益分配⾦額は、委託
会社が基準価額の⽔準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象額が少額の場合等には、収益分配を⾏わないことがあります。
※将来の分配⾦の⽀払いおよびその⾦額について、⽰唆・保証するものではありません。実際の分配⾦額は運⽤実績に応じて決定されます。

当ファンドの主なリスク 詳細は投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください。

・ 投資する有価証券等の値動きにより基準価額は変動します。したがって、投資元本は保証されているものではなく、投資元本を
割り込むことがあります。

・ 運⽤による損益は、全て投資者に帰属します。
・ 投資信託は預貯⾦や保険と異なります。
・ ファンドへの投資には主に以下のリスクが想定されます。

⾦利変動リスク 公社債は、⼀般に⾦利が上昇した場合には価格は下落し、反対に⾦利が下落した場合には価格は上昇します。
したがって、⾦利が上昇した場合、基準価額が下落する要因となります。

為替変動リスク 外貨建資産の円換算価値は、資産⾃体の価格変動の他、当該外貨の円に対する為替レートの変動の影響を
受けます。為替レートは、各国・地域の⾦利動向、政治・経済情勢、為替市場の需給その他の要因により⼤幅に
変動することがあります。組⼊外貨建資産について、当該外貨の為替レートが円⾼⽅向にすすんだ場合には、基
準価額が下落する要因となります。

信⽤リスク ⼀般に、公社債や短期⾦融商品等の発⾏体にデフォルト（債務不履⾏）が⽣じた場合、またはデフォルトが予
想される場合には、当該公社債等の価格は⼤幅に下落することになります。したがって、組⼊公社債等にデフォル
トが⽣じた場合、またデフォルトが予想される場合には、基準価額が下落する要因となります。

カントリーリスク 投資対象国・地域において、政治・経済情勢の変化等により市場に混乱が⽣じた場合、または取引に対して新た
な規制が設けられた場合には、基準価額が予想以上に下落したり、投資⽅針に沿った運⽤が困難となることがあ
ります。

流動性リスク 受益者から解約申込があった場合、組⼊資産を売却することで解約資⾦の⼿当てを⾏うことがあります。その際、
組⼊資産の市場における流動性が低いときには直前の市場価格よりも⼤幅に安い価格で売却せざるを得ないこと
があります。この場合、基準価額が下落する要因となります。

※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。

資⾦動向および市況動向等によっては、上記のような運⽤ができない場合があります。

4

〈収益分配⾦に関する留意事項〉
投資信託の分配⾦は、預貯⾦の利息とは異なり、投資信託の純資産から⽀払われますので分配⾦が⽀払われると、その⾦額相当
分、基準価額は下がります。なお、分配⾦の有無や⾦額は確定したものではありません。分配⾦は、計算期間中に発⽣した収益
（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて⽀払われる場合があります。その場合、当期決算⽇の基準
価額は前期決算⽇と⽐べて下落することになります。また、分配⾦の⽔準は必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を⽰すもので
はありません。受益者のファンドの購⼊価額によっては、分配⾦の⼀部または全額が、実質的には元本の⼀部払い戻しに相当する
場合があります。ファンド購⼊後の運⽤状況により、分配⾦額より基準価額の値上がりが⼩さかった場合も同様です。
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※上記の⼿数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、事前に表⽰することができません。
※ファンドが実質的に投資するETFについては、市場の需給等により価格形成されるため、ETFの費⽤は表⽰しておりません。

取扱販売会社

■ 設定・運⽤は

加⼊協会︓ ⼀般社団法⼈投資信託協会
⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会
⼀般社団法⼈第⼆種⾦融商品取引業協会

商 号 等 ︓ 東京海上アセットマネジメント株式会社
⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第361号

ご留意事項
●当資料は、東京海上アセットマネジメントが作成した販売⽤資料であり、⾦融商品取引法に基づく開⽰資料ではありません。

お申込みに当たっては必ず投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧の上、ご⾃⾝でご判断ください。投資信託説明書
（交付⽬論⾒書）は販売会社までご請求ください。

●当資料の内容は作成⽇時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。
●当資料は信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。当資料に

掲載された図表等の内容は、将来の運⽤成果や市場環境の変動等を⽰唆・保証するものではありません。
●投資信託は、値動きのある証券等（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります）に投資しますので、

基準価額は変動します。したがって、元本が保証されているものではありません。
●投資信託は⾦融機関の預⾦とは異なり元本が保証されているものではありません。委託会社の運⽤指図によって信託財産に

⽣じた利益および損失は、全て投資家に帰属します。
●投資信託は、⾦融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適⽤はありません。
●投資信託は、預⾦および保険契約ではありません。また、預⾦保険や保険契約者保護機構の対象ではありません。
●登録⾦融機関から購⼊した投資信託は投資者保護基⾦の補償対象ではありません。
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※販売会社によっては、現在、新規申込みの取扱いを中⽌している場合があります。

ファンドの費⽤ 詳細は投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください。

● 投資者が直接的に負担する費⽤
購⼊時⼿数料 ︓購⼊価額に2.2%(税抜2%)の率を乗じて得た額を上限として販売会社が個別に定める額とします。

詳しくは販売会社にお問い合わせください。
信託財産留保額 ︓ありません

● 投資者が信託財産で間接的に負担する費⽤
運⽤管理費⽤
（信託報酬）

︓ファンドの純資産総額に年率0.462％（税抜0.42％）を乗じて得た額

その他の費⽤・
⼿数料

︓以下の費⽤・⼿数料等がファンドから⽀払われます。
・監査法⼈に⽀払うファンドの監査にかかる費⽤
ファンドの純資産総額に年率0.011％（税込）をかけた額（上限年99万円）を⽇々計上します。
⽀払時期については、以下の通りとします。
毎⽉決算型︓毎計算期末または信託終了の時にファンドから⽀払われます。
年1回決算型︓毎計算期間の最初の6ヵ⽉終了⽇および毎計算期末または信託終了の時にファンドから⽀払われます。

・組⼊有価証券の売買の際に発⽣する売買委託⼿数料
・資産を外国で保管する場合にかかる費⽤
・信託事務等にかかる諸費⽤
※監査にかかる費⽤を除く上記の費⽤・⼿数料等は、取引等により変動するため、事前に料率、上限額等を表⽰する

ことができません。


